
コスパいいね！京阪プレミアムカー
ふちんかん

時間対費用で比較してみた

唐突だが関西の主な着席サービス列車について、乗車に必要な料金と乗車時間を

調べてみた。そして除算して１分あたりの費用を求めてみた（右ページ一覧）。

この原稿では時間対費用の値（１分あたりの費用）が小さいものを「コスパが良い」

という表現で語ることにする。

結果コスパが一番良かったのは、１８円／分の京阪の「プレミアムカー」である。

２着は阪急の「プライベース」で２１円／分である。直近にサービスを開始した

この２社は、コスパ調査もした上で料金を設定したのだろうか。

続けて３着には近鉄の「さくらライナー」のレギュラーシートで２２円／分、

４着には南海の「こうや」で２３円／分、５着には２４円／分で近鉄の「青の交響

曲」、同点でＪＲの新快速「Ａシート」がランクインしている。

逆にコスパが悪いのは、新幹線である。新幹線だけは自由席特急券で計算してい

るにもかかわらず１０４円／分と唯一の３桁台を叩き出した。まったく勿体ない…。

次にコスパが悪いのがＪＲ「はるか」で５５円／分。ワースト３が南海の「ラピー

トβ」のスーパーシートで４４円／分。外国人観光客を狙い撃ちしたような価格設

定である。まぁ着席サービスとともに速達が目的であるから、この辺の列車のコス

パが悪くなることは当たり前といえば当たり前か。





プレミアムカーの中でもさらにコスパいいやつ

さて、最もコスパの良い京阪のプレミアムカーであるが、１９８９年デビューの

８０００系に加え、２００８年デビューの３０００系も運用に当たっている。そし

て新しい３０００系の方が若干シートピッチが長く、窓の間隔と座席もマッチして

いるので、快適性は３０００系の方が上とされている。

そして大事なことだが、この３０００系は快速急行にも運用されている。通常の

特急が淀屋橋～出町柳間を５４分で結ぶのに対し、快速急行は停車駅が増えるため

６１分を要する。つまり快速急行の方が時間がかかる分コスパは良くなるのである。

コスパファンが乗るならズバリこちらであろう。

ということで３０００系の快速急行に乗ってきた

あらかじめネットで座席と窓枠の関係を調べ、前日の夜に予約サイトにアクセス。

ガラガラであった。淀屋橋８：１８発の快速急行、中央の一人席８ｃを予約した。

当日は、梅田到着が予定よりも早かったので、淀屋橋まで

歩き、乗車１０分前に淀屋橋に到着。先行する８０００系の

特急を見送って、ほどなく入線した３０００系を迎えた。

始発から乗ったのは私一人だったので写真撮り放題である。



北浜・天満橋でもほとんど乗車はなく、京橋で少し乗り込み合計１０人くらいに

なった。そのあとも出入りが少ないまま、守口市・寝屋川市・枚方市と進む。

途中でアテンダントさんから京都や大河ドラマ関連の観光パンフを受け取る。

さて京阪本線といえば複々線区間！である。しかし一人席は進行右側だったので、

列車の追い抜きを見ることはできなかった。以前仕事で京阪本線に乗る機会が多く

あり、当時は運転席後ろのパノラマシートに陣取っていた。そのときは広い前方視

界から対向列車が迫り来る様子や先行する普通列車に追いつき・追い抜く様子もよ

く見えていたのだが、今回は中間車なのでその光景は見ることができなかった。

京阪さんにお願いだがプレミアムカーを先頭車両にしていただけないだろうか。

そうすれば今まで以上に鉄分の濃い方の集客が捗ることだろう。

不覚にも居眠りをしてしまった。枚方市駅までは覚えているのだが、そのあたり

から先の記憶がない…。気がつけば木津川・宇治川の鉄橋を渡り終えていた。朝か

ら歩いた疲れと加齢が重なっただけではなく、なんといっても快適な空調に快適な

座席、そして静粛な車両と、条件が揃いすぎている。これはもう居眠り致し方なし

なのである。そしてまだ少しウトウトしているあいだに、快速急行は淀・中書島・

丹波橋と進み、地下に潜ってしばらくするともう終着・出町柳に着いてしまった。

せっかく安い料金で長時間乗れる列車を選んだというのに、居眠りをしてしまい

コスパを堪能するという本懐を遂げることができなかった。これは実に悔やまれる。

しかしこれは京阪のプレミアムカーが、それだけ快適な旅を提供してくれたという

ことの裏付けでもあるのだ。うん、そういうことなのだ。

快適な旅を演出してくれたプレミアムシート
（向こうでアテンダントさんがこちらを睨んでいるようで怖い） （おわり）


